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Ⅰ．はじめに








































Problems with Maternal and Child Health Activities during 












受付日：平成 25 年 10 月 13 日　受理日：平成 25 年 12 月 24 日
1）岩手県立大学，2）帝京大学，3）東北大学大学院，4）福島県立総合衛生学院，5）東京都福祉保健局救急災害医療課，6）日本看護協会，
7）国立保健医療科学院，8）大阪市立大学大学院，
■研究報告■Journal of the Faculty of Nursing,  Iwate Prefectural University
20 岩手県立大学看護学部紀要 16：19 － 28，2014
後必要とされる対策に焦点をあてて検討した．
Ⅱ．研究目的







　岩手県沿岸部の 4 ヵ所の保健所と 12 市町村










































フェーズ2 概ね4日目から2週間まで 3月15日～ 3月末日
フェーズ3 概ね3週間から2ヵ月まで 4月～ 5月































は 2回実施し，計 5回行なった．（表 2）
2．調査対象地域の被災状況と母子保健活動
　インタビュー内容に基づき，発災当初から

































































































































































































































































































































































































































































































































確保しておくとか，当座 2－ 3 日は持ちこたえ
られるように用意しておく心がけ．大人は何と
か 2－ 3 日は我慢できるけれど，乳幼児の場合
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